
プレゼンター
プレゼンテーションのノート
環境シティのテーマとなった「森の再生からブリの来るまちへ」を踏まえ、ブリ森プロジェクトは、森里海の命をつなごう！というコンセプトで、ブリを生態系再生の象徴、兼マスコットとしました。
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木の神をまつる
紀伊神社

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そんな海と森の民が小田原にも定住していました。小田原は古くから木工文化がとても盛んでしたが、早川の紀伊神社には、平安時代の木地椀と木地挽きの祖先惟嵩親王の伝説が伝わっています。
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５月の白銀山

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
雑木林やブナ林は、勿論動物にとっては食べ物がある理想的なベットタウンです。人工林にはあまり動物がおりません。手入れ不足の暗い林内には食べ物もありません。現在小田原は85％が人工林です。皆さんだったら森をどのようにしたいと思いますか?



• 松枯れ
この100年で減ったもの

・ブナ林・自然林・薪炭林
・松林・海岸林
・湿地・田んぼ
・砂浜

増えたもの

・杉・ヒノキ林
・竹林・笹地(耕作放棄)
・セイタカアワダチソウなどの外来種

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この100年の間に増えたものと減ったものを上げてみますと、森林で増えたのは勿論スギヒノキ。そして耕作放棄地に侵入した笹竹がものすごく増えています。ちなみに孟宗竹は中国からの外来種です。森林で減ったのは、ブナ林の他には、道路開発による海岸林などの松林。松枯れによって尾根や沿岸の松林もすっかり減りました。



• シカ 広域農道のシカ

増えた動物

シカ・イノシシ・クマ (在来種)

ハクビシン・アライグマ (外来種)
山よりも里で増加し、農業被害。

減った動物

オオカミ・カワウソ(絶滅？)
ダルマガエル･水生昆虫など

昆虫類はかつての1000分の1といわれている。

酒匂川河口付近のシカの群れ 2011年

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生態系の頂点のオオカミと、人間による狩猟圧がなくなったせいでシカやイノシシがとても増えています。その他にハクビシン、アライグマといった外来種が非常に増えて、農業被害が深刻になっています。



５月の白銀山

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
雑木林やブナ林は、勿論動物にとっては食べ物がある理想的なベットタウンです。人工林にはあまり動物がおりません。手入れ不足の暗い林内には食べ物もありません。現在小田原は85％が人工林です。皆さんだったら森をどのようにしたいと思いますか?



地域の森里川海の機能と能力を、

最大限引き出すことが

私たちの豊かな生活に繋がっていきます。



ご清聴ありがとうございました

ブリ森プロジェクト 川島範子

【ブリの森づくりプロジェクト参加団体】 小田原市・無尽蔵環境シティ・小田原市漁業協同組合・小田原蒲鉾協同組合・小田原市
外二か町組合・小田原鮮魚店舗商組合・小田原市魚市場買受人組合・森のなかま・もりの恵み・新月の木・小田原山盛の会

ホウノキの赤ちゃん

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご清聴ありがとうございました。
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